
1

【問題点】
・道路管理者間協議も含めた審査の結果、通⾏不可となる可能性が⾼い。
・また、実際に通⾏不可であるか（迂回路の有無含め）確認することとなり、その分審査時間
が余分に掛かってしまう。

例：申請された経路上に、通行不可の箇所が含まれている

【申請時の留意点】
・申請書の作成時・提出前に「簡易算定機能」により、通⾏可否、指定⽅向外進⾏不可、⼀⽅
通⾏、夜間通⾏（重量Ｄ）区間の有無などを確認してください。（算定結果を踏まえた上で、
ルート選定することをお勧めします）通⾏不可がある場合、差戻します。

「デジタル地図経路作成システム」で通行条件を設定する場合（オンライン申請）

「経路の算定」を「する」に設定し、
通行可否を確認します。

「通行条件設定」を
クリックします。

申請書提出前の「簡易算定機能」の活用 ①
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○オンライン申請ＰＲサイトから算定機能のみ利用する場合（オンライン申請の場合）

○申請支援システムから申請書を作成・算定する場合（オンライン申請のみ）

申請情報入力後に遷移する
「申請書作成予約登録」画面
から算定結果をダウンロード
できます。

申請書提出前の「簡易算定機能」の活用 ②
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○オンライン申請ＰＲサイトから算定機能のみ利用する場合（ＦＤ申請の場合）

① ここをクリックします。

② 作成したbinデータ
を読み込ませます。

③ ここをクリックします。 ④ 算定予約が完了。

申請番号、アクセスキーを
メモします。

⑦ 算定完了。ここから
算定が確認できます。

⑤ ④を入力します。

⑥ ここをクリックします。

申請書提出前の「簡易算定機能」の活用 ③
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○簡易算定機能の出⼒帳票で確認できること（抜粋）
・特殊⾞両通⾏許可算定書 総合的な算定結果や個別審査の有無を表⽰します。

※通行不可欄に「有り」と表示される場合、当該箇所を回避した経路に直し
た上で、再度確認してください。

※未収録路線は簡易算定されないため、申請書の提出後に道路管理者で別途
通行不可の有無を確認します。また、未収録交差点（デジタル地図では青
点）で経路を選ぶと、収録路線であっても簡易算定されません。一旦、収
録交差点（黒点）で経路を選択したデータで、簡易算定してください。

「超寸法」と表示の場合は、軌
跡図、運行計画書及び理由書
を添付してください。

回避しないと、差戻します。

「最大軸重」と「隣接軸重」が制限値を超
過していないか、確認（P20・21）します。

「未収録路線」がある場合
は、付近図を添付します。

申請書提出前の「簡易算定機能」の活用 ④
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○簡易算定機能の出⼒帳票で確認できること（抜粋）
・Ｃ・Ｄ条件及び個別審査箇所⼀覧（簡易版含む）

特殊⾞両通⾏許可限度算定要領に基づき、各箇所の⼨法の限界や橋梁の限度重量などを表⽰。

※条件欄に「個別審査」と表示される場合、当該箇所の詳細な審査（道路管理者間協議含む）が必要となります。
特に、D条件の限度重量が示される場合は、橋梁への影響が甚大であるため、表示された限度重量以内に積載物重量を減ら

した上で申請するのが望ましいです。（車両の軸数や寸法によっては表示されない場合もあります）
単体物品で分割不可能のため減量できない場合は、あらかじめ、当該箇所の道路管理者（橋梁担当課）と調整願います。
各々の限度重量以内まで積載物重量を減量すると、夜間条件（D）、誘導車条件（C）を回避することができます。

１カ所でも「Ｄ」がある場合、申請全体が夜間条件となります。
また、障害種別「狭小幅員」で条件が「Ｃ」で、車両の幅３ｍ超の場合も夜間条件となります。

申請書提出前の「簡易算定機能」の活用 ⑤


